
1第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

資料-２
モニタリング計画（案）について

旭川開発建設部 治水課
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平成２５年９月２６日

モニタリング項目（案）
 河床低下要因や河床低下の目的を踏まえ、以下１～８のモニタリングを実施したいと考えています。

掃流力の増大 岩盤洗掘

河床低下要因

掃流力低下？ 砂礫床回復？

岩盤被覆低水路拡幅

河床低下対策

１．融雪・洪水時の流況 ２．被覆形状・粒度の変化

他影響は？

３．魚類生息状況 ４．景観

1. 融雪ピーク時水位や洪水
痕跡水位

2. 融雪・洪水前後の横断測量

3. 融雪・洪水時の橋上から写
真撮影

2. 融雪・洪水前後の横断測量
4. 河床材料調査

5. 融雪・洪水後の垂直航空写
真

6. 魚類調査
7. サケの産卵床調査

※対策工完成の2～3
年後（時期は秋）

8. 定点現地写真撮影

※低水流量時
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【参考】対策前後断面における無次元掃流力・縦断図
 対策前後断面、平均年最大流量下における無次元掃流力および水面幅の縦断図を以下に示す。

 対策区間全体での無次元掃流力の低下、および、対策区間とその上流区間の無次元掃流力の差の緩和が確認できる。

■計算手法：準2次元不等流計算
■計算区間：KP152-177.6
■初期横断形状：現況 - KP152-156.8：H21、KP157.0-164.2：H23

KP164.4-166.0：H24、KP166.2-177.6：H18
対策初期 -上記横断のうち、KP159.8-164.4に対策工を実施

■対象流量：平均年最大流量 638m3/s（旭橋観測所）
■粗度係数：低水路KP152.0-165.6：0.033、KP165.6-177.6：0.034

高水敷KP152.0-165.6：0.045、KP165.6-177.6：0.050
■代表粒径：平成8年度河床材料調査
■起算水位：下流端にて等流起算（1/625）
■樹木：なし

セグメント2‐1
dr=35.0mm

セグメント1
dr=54.4mm

セグメント1
dr=75.4mm

覆礫・砂州掘削箇所

拡幅箇所

覆礫・砂州掘削箇所

拡幅箇所
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モニタリング項目
施
工
前

対策工施工期間（※施工工程、進捗によって変動） 対策工完成後

平成26年度
（2014年度）

平成27年度
（2015年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29～31年度 完成翌年 完成翌年以降
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期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

1. 融雪ピーク時水位
や洪水痕跡水位
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2. 融雪・洪水前後の
横断測量（全体）
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3. 融雪・洪水時の橋
上から写真撮影
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4. 河床材料調査
実
施
済

工
事
実
施
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間

工
事
実
施
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間

工
事
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5. 融雪・洪水後の垂
直航空写真

実
施
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渇
水
時

渇
水
時
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水
時
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6. 魚類調査
実
施
済

※
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7. サケの産卵床調
査

実
施
済

工
事
実
施

区
間

工
事
実
施

区
間

工
事
実
施
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間

全
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8. 定点現地写真撮影
実
施
済

渇
水
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渇
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渇
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渇
水
時

渇
水
時
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【参考】モニタリングの実施時期、間隔

※1：前年度（または同年度）融雪出水後等に、対策工形状の大きくな変化が確認された場合は適宜実施する。
※2：対策工区間の横断形状は、施工横断で代替可能である。
※3：対策工区間周辺（範囲は施工段階によって変動）を対象に実施する。

河
床
低
下
対
策
工

施
工
開
始

H25

H25

H23

～

H22

H23

H20

H23

H25

※2

：モニタリング実施 ：高水敷冠水以上の出水があった場合

毎年

毎年

概ね
5年間隔

完成後3年は毎年
その後5年間隔 ※1

必要に
応じて ※1

※2 ※2 ※2※3 ※3 ※3

完成後3年は毎年
その後5年間隔 ※1

完成後3年は毎年
その後5年間隔 ※1

検討全区間
（KP157-166）

完成後3年は毎年
その後5年間隔 ※1



5第１回 石狩川上流河道管理ワーキング
平成２５年９月２６日

【参考１】融雪ピーク時水位や洪水痕跡水位（同時水位観測）
 目的：融雪期や洪水時の水面形状(跳水、水面勾配)の把握

現時点

モニタリング案 ：覆礫区間
：拡幅区間

・H25融雪期にKP157.4～164.8を200m間隔で計測
※実施日：4/25、5/28、6/10、7/3

下流端すり付け部付近
⇒跳水発生状況を確認（写真撮影など）
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対策工実施区間（下流から実施）

KP157.0～166.0⇒200m間隔に計測実施

１年目
（工程計画、進捗によって変動）

・定期測量地点（200m間隔）と以下に示す地点で実施
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【参考２】融雪・洪水前後の横断測量
 目的：融雪・洪水前後の被覆形状、堆積高、堆積範囲、堆積勾配、岩洗掘（主に下流）の把握

現時点

モニタリング案

②

KP157.0～166.0⇒KP毎（200m間隔）に横断測量

：覆礫区間
：拡幅区間

将来予測計算結果より、
堆積傾向となる上流側すり付け部
から上流⇒20m間隔で横断測量
（※対策工完成後）

KP164.4.～165.0
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河岸侵食発生
⇒適宜測量実施（20m間隔）

対策工実施区間（下流から実施）

１年目
（工程計画、進捗によって変動）

将来予測計算結果より、
堆積傾向となる下流側すり付け部
から下流⇒20m間隔で横断測量

KP159.4～160.0

上流側の堆積状況を把握するために実施
上流端すり付け部の上流200m程度
⇒ 20m間隔で横断測量

・KP158.8～164.2⇒H23に横断測量実施（200m間隔） ・・・・①
・KP158.8～164.2⇒H23に横断測量実施（100m間隔） ・・・・②
・KP164.2～166.0⇒H24に横断測量実施（200m間隔） ・・・・③
（・KP160.2、KP161.0、KP162.0、KP162.4、KP162.8⇒H25に横断測量実施・・・・④）

・定期測量地点（200m間隔）と以下に示す地点で実施

③

④④④④
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【参考３】融雪・洪水時の橋上から写真撮影
 目的：融雪・洪水時の流況の把握

写真定点図面
別紙
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【参考４】河床材料調査
 目的：粒度変化の把握

現時点

モニタリング案 ：覆礫区間
：拡幅区間

上流側すり付け部から200m程度上流
⇒将来予測計算結果より、堆積傾向にある地点下流側すり付け部から200m程度下流

⇒将来予測計算結果より、堆積傾向にある地点
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下流側すり付け部⇒覆礫土砂の流出が懸念される地点

・定期測量地点（1km間隔）と以下に示す地点で実施
・5年間隔程度で継続して実施
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対策工実施区間（下流から実施）

KP157.0～166.0⇒1km間隔に調査実施
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・KP157～166 H22（H23）に河床材料調査実施（1km間隔）
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【参考５】融雪・洪水後の垂直航空写真
 目的：融雪・洪水後の河道形状、被覆形状、堆積状況を把握するため

・H23.9出水後に撮影
・5年間隔程度で継続して実施
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【参考６】魚類生息状況調査
 目的：魚類の生息状況変化の把握

10
出典：平成22年度 石狩川上流急流河川における河道管理手法検討業務

水際環境区分（急傾斜地、エコトーン(緩傾斜地)）による現地調査地点

・既往(H20)の調査地点と同地点で調査を実施
・5年間隔程度で継続して実施
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【参考７】サケの産卵床調査
 目的：サケ産卵床分布の把握、工事による直接的影響回避

11
出典：「平成24年度 石狩川上流 自然再生事業検討業務」

・既往（H23）の調査地点と同地点で調査を実施
・5年間隔程度で継続して実施
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【参考８】定点現地写真撮影
 目的：景観の変化の把握

写真定点図面
別紙



1/6

KP160.2
（砂州から下流）

KP159.4
（花咲大橋 上・下流）KP159.0

（ 上・下流）KP158.1
（金星橋 上・下流）

【橋脚 】

KP157.2 （旭橋 上・下流）＋【橋脚 】

KP157.5 （上流・金星橋）

KP158.0 （下流・金星橋）

テキストボックス
別紙



帯工設置予定

箇所（最下流

KP161.1
（秋月橋 上・下流）

KP161.5
（上流）

KP162.0
（拡幅前）

KP162.0
（岩層露出・拡幅覆礫前）

KP160.5
（秋月橋・白波箇所）

テキストボックス
別紙



流速観測

距離＝５０ｍ、時間＝２８ｓ

流速＝１．７９ｍ／ｓ

高水敷幅４０ｍ確認

ショウドウツバメブロック

KP163.0
（北旭川大橋 上・下流）

【橋脚 】

KP162.5
（拡幅前）

KP162.0
（拡幅前）

KP162.0
（岩層露出・拡幅覆礫前）

KP161.5
（上流）KP161.1

（秋月橋 上・下流）

【橋脚 】

テキストボックス
別紙



流速測定

距離＝５０ｍ、時間＝４０ｓ

流速測定失敗

浮子が岩に引っかかる

岩露出している

KP164.6
（永山橋上・下流）

KP164.0
（観測所上流）

KP163.8
（観測所）

KP163.5
（河岸の岩層）

KP163.5
（拡幅前）

KP163.0
（北旭川大橋上・下流）

テキストボックス
別紙



6月27日9:00
比布流量観測所（ＫＰ176.2）
流量11.18m3/s
水位176.57m

KP166.0 L
（床止め下流）

KP165.5 R

KP167.5
（東永橋上・下流）

テキストボックス
別紙




